
品質チェック 報告書

染井さくら邸　新築工事

〒103-0025 

東京都中央区日本橋茅場町3-12-9 ＮＩ ビル3F

不動産調査

株式会社さくら事務所



不動産の達人 株式会社さくら事務所

ご依頼者名

現場名称

建築地

施工業者名

検査担当

実行日 備考

1 面談 20XX年　Y月　Z日 事前面談・サービス説明

2 基礎配筋 20XX年　Y月　Z日 基礎配筋検査

3 コンクリート打設立会い 20XX年　Y月　Z日 ベースコンクリート打設立会

4 土台 20XX年　Y月　Z日 土台敷き確認

5 構造金物 20XX年　Y月　Z日 構造金物検査

6 防水 20XX年　Y月　Z日 防水検査

7 断熱 20XX年　Y月　Z日 断熱検査

8 内覧会 20XX年　Y月　Z日 内覧会立会
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染井さくら邸　新築工事

工程

品質チェック 実施日一覧表

建築主名様

東京都中央区日本橋

さくら工務店

○○、●●、■■



分類 方法 判定 備考

● ○ べた基礎

あり －

あり －

○

○

● ○

○

○

－ 図面指示なし

○ －

○

○

○ ○

○ ○

● ○

● ○

基礎幅の確認

床下換気口周囲の補強筋は適切か (公庫：横D13、斜めD10)開
口
補
強

腹筋の間隔

下端筋の径

タテ筋の間隔

配
筋
の
確
認

底面にある鉄筋端部は、 90度以上折り曲げてあるか

立ち上がりの鉄筋端部は180度以上折り曲げてあるか

基礎配筋

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

○○

備考

基礎配筋検査
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アンカーボルトの固定方法埋め込み深さは十分か
M12：250mm以上、M16：360mm以上

建物の配置は適切か

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認　★抽出触診確認

建物の高さは適切か

基礎配筋は良好で、大きな指摘はありませんでした。

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照

鉄筋の間隔

上端筋の径

検査員のコメント

○●

【立ち上がり配筋の径及び間隔の確認】

直線の重ね継手長さは ４０ｄ以上あるか

立ち上がりのかぶり厚が４０mm以上あるか

基礎底面　のかぶり厚が６０mm以上あるか

隅角部の重ね継手長さは、３００ｍｍ以上あるか

金
物

捨てコンクリートの有無

防湿シート・防湿コンクリートの有無

定
着
・
継
手

アンカーボルトの位置は図面通りか

型枠の剥離剤は、鉄筋に付着していないか

スリーブに補強筋はあるか (100φ以上のもの)

スリーブと鉄筋の間が、３０ｍｍ以上あいているか

●

か
ぶ
り
厚
等

○

○●

● ○

●

●

チェック項目

【ベース(底面)配筋の径及び間隔の確認】

○

鉄筋の径



分類 方法 判定 備考

○

－ 鋼製型枠使用

－

24 ○ －

18 cm ○ －

20 mm ○ －

12.25 ㎥ － －

あり － －

ポンプ車 － －

2 人 － －

あり － －

○

○
－○

備考

ベースコンクリート打設立会

検査員のコメント

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認　★抽出触診確認

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照

納
入
書
の
確
認
等

施工業者によるコンクリート品質試験

型枠の中に、ゴミなどが落ちていないか

納入までの最大経過時間　 [分]
25℃未満：120分以下、25℃以上：90分以下

43 分

型枠が少し濡らしてあるか　(木枠の場合)

コンクリートの呼び強度   [N/mm
2
]

コンクリートのスランプ   [cm]

コンクリートの打設は、大きな問題なく完了しました。

バイブレーターの使用

©Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved. 

チェック項目

打ち継ぎ面が濡らしてあるか(打ち継ぎの場合)

打設人員　　(ポンプ車の場合は、ポンプ車操作員を含む)

○

コンクリート打設方法

コンクリートの粗骨材寸法 [mm]

コンクリート打設立会い

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

●●

コンクリートの打設数量　 [ｍ
3
]

準
備



分類 方法 判定 備考

○

○

○

○

○

★ ○

○ ○ 埋め込み式

○ ○

○

○

○

● ○

○ ○

－ 対象外

－ 対象外

○

○

○ －

○

○

床束の種類
○

○

アンカーボルトのねじ山は、土台から３山以上あるか

住宅金融公庫 共通仕様書 3.4.8 アンカーボルトより

床下換気口の位置、間隔、数は図面通りか

アンカーボルト、ホールダウンの位置は図面通りか

○●
－

土　台

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

■■

備考

土台敷き確認
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床
束

点検口周りに、断熱材の小さな隙間が生じていた箇所がありましたが、即時是正して頂き
ました。

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照

基礎断熱がある場合、後施工が困難な場所は施工済みか

束石または耐圧盤が設けられているか

土台の継ぎ手部分の下　　に置かれているか

それぞれの間隔が500mm以内に置かれているか

検査員のコメント

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認　★抽出触診確認

荷重のかかる部分に置かれているか

アンカーボルトのある位置に置かれているか ○

床
下

換
気 柱の直下に床下換気口が設置されていないか

基
礎
パ
ッ

キ
ン 基礎パッキンが、土台からはみ出していないか

仕
上
り

それぞれの間隔は、2.0m以下か

ホ
ー

ル
ダ
ウ
ン
金
物
と

ア
ン
カ
ー

ボ
ル
ト

土台の継手部分に　アンカーボルトがあるか

アンカーボルトが左右に大きくずれていないか

アンカーボルトにゆるみがないか

3階建ての場合、1階の床に達する掃き出し窓のたて枠
から、150mm以内の位置にアンカーボルトがあるか

チェック項目

コンクリートのジャンカの有無

　　 〃 　　のクラックの有無



分類 方法 判定 備考

○ ○

○ ○

○

○

○

○

－

○

○ 一部追加

○

○

－

○

○

○

防腐 ○ ○

○ ○

○ ○

16％ ○

15％ ○

○

○

● ○

材
料

スタッドの木材含水率[％]
●

床根太等の　　　〃

節・割れなどの品質の悪い材料は使われていないか
○

現場で使われている釘の種類は適切か

スタッドの断面寸法は図面通りか

小
屋
組

○★

金
物

ス
タ
ッ

ド

梁 ○

耐
力
壁

○

○●

金物の固定には、専用のくぎが使われているか

金物は図面通りに取り付けられているか

防腐・防蟻処理はされているか

屋
根

構造用合板の場合、JAS適合品かつ特類か

大きな割れやねじれがある材が使われていないか

屋根の仕上がり状態に問題はないか

小屋束は、筋かい・振れ止めなどで固定しているか

クギの種類は、CN50 又は ステンレス耐久釘か

耐力壁のクギ留め間隔は外周10cm、中間部20cm以内か

構造用パネルの場合、JAS適合品かつ1級 ～ 4級か

帯金物など、垂直方向の金物は上棟後に留めてあるか

大きな割れやねじれがある材が使われていないか

取り付けている金物に緩み、固定不良がないか

大きな割れやねじれがある材が使われていないか

大きな割れやねじれがある材が使われていないか

チェック項目

耐力壁の位置は、図面どおりか

土台との接合部の補強金物(ﾎｰﾙﾀﾞｳﾝ含む)は適切か

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認　★抽出触診確認
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建物2階北側に、釘が未済になっている箇所がありましたが、即時追加されました。

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照検査員のコメント

取り付けている金物に緩み、固定不良がないか

○

構造・金物

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

●●

備考

構造金物検査



分類 方法 判定 備考

○

○

△ 即時是正

○

○

○

○

○ ○

チェック項目

防水シートは施工されているか

防
水

下屋がある場合、壁面の防水立上がりが250mm以上あるか

開口部に先張りシートが施工されているか

特記、社内基準がある場合の確認

○●

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認　★抽出触診確認

バルコニーの防水処理に防水切れはないか

横貼りの場合、シートが下から貼ってあるか

横貼りの場合、重ね代は上下90mm以上、横方向150mm以
上設けられているか。（縦貼りは全て90mm以上）

壁の貫通部は、防水テープ・コーキング等によって防
水処理されているか

開口部の外部は、防水テープで防水処理されているか

©Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved. 

建物北側に、横方向の重ね長さが不足している箇所がありましたが、即時是正して頂きま
した。

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照検査員のコメント

防　水

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

○○

備考

防水検査



分類 方法 判定 備考

－

－

－

－

－

－

○

－ 現場発泡ウレタン

○

－ 現場発泡ウレタン

－ 現場発泡ウレタン

○

断　熱

実行日

染井さくら邸　新築工事

20XX年　Y月　Z日

検査員

■■

©Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved. 

断熱施工は適切で、施工範囲等問題ありませんでした。

○合格　　×不合格  　△不具合確認後是正　　－該当なし・評価対象外　　※コメント欄参照検査員のコメント

●抽出計測確認 　○：抽出目視確認

備考

断熱検査

　　　〃　　　　断熱仕様

すき間なく取り付けられているか

繊維系断熱材の防湿シートは室内側に向いているか

　　〃　　断熱仕様
断
熱
性

実際の仕様は図面通りか

袋入り繊維系断熱材の場合、留め付け間隔が適当か

チェック項目

建物上部の断熱材の位置

防
湿

○外気に面する壁の断熱工法

○防湿シートにゆるみが無いか

建物下部の断熱材の位置

　　〃　　断熱仕様

断熱材の入れ忘れの箇所がないか



20XX年  Y月 Z日

基礎配筋検査

不動産の達人　株式会社 さくら事務所



さくら事務所　品質チェック

(C)Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved.

【現場の様子】

20XX年 Y月 Z日の現場の様子です。

配筋検査を行ないました。

 

配筋検査には、現場監督さんが立ち会っています。

 

【配筋の確認】

ベース部分の配筋の確認です。

縦・横とも、100mm間隔で図面通りです。

鉄筋の太さも図面通りです。

 

 

【重ね継手長さの確認】

鉄筋同士をつなぐ部分は、鉄筋の太さの 40倍以上

の長さを重ねる必要があり、これを重ね継手といい

ます。

本物件では、主筋に13mmの鉄筋が使われているため

、重ね長さは520mm以上必要ですが、十分な長さが

確保されていました。

 

【隅角部の補強】

基礎の隅角部では大きな力がかかりやすくなります

。

旧住宅金融公庫の共通仕様書では、各横筋を折り曲

げて直交させ、他方向の横筋と300㎜以上重ね合わ

せることと規定しています。

しかし、本物件はそれより厳しい、鉄筋直径の40倍

とされています。

各コーナー部は鉄筋が規程長以上に重ね合わされて

補強されていました。

 

 



さくら事務所　品質チェック

(C)Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved.

【底面のかぶり厚】

底面のかぶり厚の確認です。建築基準法では、60mm

必要です。

かぶり厚を確保するため、スペーサーが各所に設け

られていました。

問題ありません。

 

【スリーブ】

基礎貫通部は、支持具を使ってしっかりと保持され

ています。

 

排水管については未済のため、打設時に確認します

。

 

【立ち上がり部分のかぶり厚】

立ち上がり部分の、コンクリートのかぶり厚（型枠

と鉄筋までの距離）の確認です。

建築基準法では40mm以上必要ですが、40mm以上のか

ぶり厚が確保されていました。

 

【鉄筋本数】

鉄筋本数が適切であることを確認しました。

 

本物件は、主要部分が直径13mmの鉄筋2本、一部に1

6mmの鉄筋が使われています。

 



さくら事務所　品質チェック

(C)Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved.

【床下連絡口補強筋】

床下連絡口補強筋が適切に施工されていることを確

認しました。

 

【FG3】

FG3部分の写真位置の鉄筋は、200mm以上の長さで指

示されていますが適切でした。

 

【ホールダウン埋め込み深さ】

ホールダウン用アンカーボルトの埋め込み深さは、

今回のタイプでは360mm以上必要です。

適切な長さがコンクリート内に埋め込まれることを

確認しました。

 

【配置確認】

基礎の配置が図面通りの離れ距離になっていること

を確認しました。

 



さくら事務所　品質チェック

(C)Copyright Sakurajimusyo Inc. All Rights Reserved.

【配置確認】

基礎の配置が図面通りの離れ距離になっていること

を確認しました。

 

【立上り部分の状況】

基礎の立上り部分の様子です。

鉄筋の太さ、間隔、高さいずれも特に問題ありませ

ん。

 

【鎮め物の確認】

地鎮祭の時にいただいた鎮め物（しずめもの）が、

基礎底面に納められていることを確認しました。

 

【境界確認】

敷地 北西角における、境界の様子です。

特に問題ありません。

 


